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⑤
タ
ウ
ン
ス
ク
エ
ア
整
備
基
本
構
想
建
築
行
政
問
題
研
究
発
表
会

坂
和
伸
賢

難
さ
や
制
度
・
手
法
の
未
成
熟
及
び
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
欠
如
な
ど
を
理
由
に
、
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
鶴
見
区
の
本
町
通
り

地
区
等
に
み
ら
れ
る
木
造
密
集
、
西
区
や
中
区
の
一
部

の
地
域
に
見
ら
れ
る
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
問
題
を
抱
え
、

都
市
の
防
災
性
や
居
住
水
準
の
向
上
を
目
指
し
、
地
区

レ
ベ
ル
で
徐
々
に
街
を
改
善
し
て
い
く
修
復
型
の
街
づ

く
り
を
、
い
か
に
進
め
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
（
図
－
１
）
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
修
復
型
の
街
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
く
た
め
に
は
、
事
業
・
誘
導
・
規
制
等
の
街
づ
く
り

手
法
を
最
大
限
活
用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
も
と
よ
り
、
住

民
と
の
共
同
や
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
地
域
の
課

題
を
把
握
し
、
新
た
な
プ
ラ
ン
を
提
案
・
更
新
し
て
い

く
能
力
と
実
行
力
が
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
行
政
を
取
り
巻
く
背
景
を
と
ら
え
、
地
域

の
魅
力
づ
く
り
と
駐
輪
場
対
策
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広

場
・
公
園
の
不
連
続
性
等
の
地
域
課
題
の
解
決
を
題
材

に
、
課
題
の
把
握
、
私
自
身
も
含
め
た
人
材
の
育
成
、

は
じ
め
に

タ
ウ
ン
ス
ク
エ
ア
構
想
策
定
の
趣
旨
と
経
過

タ
ウ
ン
ス
ク
エ
ア
構
想
内
容

お
わ
り
に

計
画
・
組
織
づ
く
り
を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
、
上
大
岡
地

区
の
タ
ウ
ン
ス
ク
エ
ア
の
構
想
に
、
港
南
区
建
築
課
と

同
区
政
推
進
課
が
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
プ
ラ
ン
を
分
か
り
や
す
く
、
簡
潔
に
説
明
し

図‐１　既成市街地の住環境整備の考え方
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現
在
、
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
の
建
設
行
政
に
は
①
地

方
の
戦
略
的
整
備
、
②
大
都
市
問
題
へ
の
対
応
、
③
公

共
用
地
取
得
な
ど
の
公
共
事
業
の
推
進
、
④
高
齢
化
・

地
球
環
境
保
全
等
新
た
な
時
代
へ
の
対
応
の
四
つ
の
主

要
課
題
が
あ
る
。

　
特
に
、
大
都
市
問
題
へ
の
対
応
施
策
に
お
い
て
は
、

公
共
賃
貸
住
宅
建
替
十
ヵ
年
戦
略
に
基
づ
く
建
替
事
業

の
推
進
や
、
木
賃
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
推
進
等
、
良
質
な
住
宅
の
供
給
と
と
も
に
住
環
境
の

整
備
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
一
方
、
横
浜
市
に
お
け
る
開
発
動
向
は
、
大
規
模
開

発
の
時
代
か
ら
既
成
市
街
地
に
お
け
る
再
開
発
な
ど
、

更
新
を
主
と
す
る
時
代
に
移
り
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
駅
前
な
ど
の
商
業

系
の
再
開
発
を
除
け
ば
、
既
成
市
街
地
に
お
け
る
住
宅

密
集
地
区
や
住
工
混
在
地
区
の
住
環
境
の
改
善
は
、
そ

の
必
要
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
住
民
の
利
害
調
整
の
困
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住
民
参
加
を
促
進
し
て
い
く
と
い
う
、
今
後
行
政
が
担

う
重
要
な
役
割
を
踏
ま
え
、
訓
練
の
意
味
で
住
民
に
よ

る
地
域
集
会
等
を
想
定
し
建
築
局
主
催
の
建
築
行
政
問

題
研
究
発
表
会
の
場
を
活
用
し
た
。
二
十
分
の
発
表
時

間
で
、
ス
ラ
イ
ド
八
十
枚
を
使
用
し
、
「
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
小
学
生
が
街
づ
く
り
に
興
味
を
も
ち
、
区
役
所

に
話
を
聞
き
に
行
く
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
た
せ

た
質
の
高
い
発
表
と
な
っ
た
。

二

タ
ウ
ン
ス
ク
エ
ア
構
想
策
定
の
趣
旨
と
経
過

　
上
大
岡
駅
周
辺
は
、
『
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
』

の
中
で
、
戸
塚
・
鶴
見
・
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
並
ぶ

都
市
機
能
を
補
完
す
る
副
都
心
と
し
て
、
ま
た
、
中
域

生
活
圏
の
中
核
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
構
想

は
、
そ
う
し
た
施
策
の
一
環

と
し
て
、
上
大
岡
駅
と
港
南

中
央
駅
の
中
間
に
位
置
し
た

大
規
模
ス
ー
パ
ー
の
前
面
空

地
と
二
つ
の
公
園
を
含
め
た

地
区
の
魅
力
づ
く
り
の
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

　
本
構
想
は
、
港
南
土
木
事

務
所
と
の
歩
道
拡
幅
の
際
の

打
ち
合
わ
せ
や
、
区
政
推
進

図‐２　基本構想策定プログラム

課
か
ら
の
情
報
を
呼
び
水
に
し
て
始
め
ら
れ
た
。
魅
力

づ
く
り
事
業
は
、
通
常
、
行
政
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

施
行
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
今
回
は
本
構
想
を
踏
ま
え
、
魅
力
づ
く
り

　
や
地
域
課
題
の
解
決
を
民
間
企
業
に
提
案
し
、
事
業
実

　
施
を
働
き
か
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
法

　
は
、
今
後
の
街
づ
く
り
の
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
も
の

　
と
考
え
る
。
策
定
過
程
を
図
－
２
に
示
す
。

タ
ウ
ン
ス
ク
エ
ア
構
想
内
容

①
－
周
辺
環
境
と
動
向

　
計
画
地
は
、
金
融
・
商
業
の
集
積
す
る
京
浜
急
行
上

大
岡
駅
周
辺
地
区
と
行
政
・
文
化
機
能
の
集
積
す
る
市

営
地
下
鉄
港
南
中
央
駅
周
辺
地
区
の
中
間
に
あ
っ
て
両

駅
か
ら
約
五
百
メ
ー
ト
ル
の
所
に
位
置
す
る
。
上
大
岡

駅
は
鉄
道
二
線
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
抱
え
、
交
通
の

結
節
点
と
な
っ
て
い
る
（
図
－
３
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
地
区
に
お
い
て
は
慢
性
的
な
鎌
倉

街
道
の
混
雑
、
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
不
足
、
歩
道
幅
員

の
不
足
、
人
々
が
集
い
・
憩
う
広
場
空
間
の
欠
如
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
不
足
と
い
う
よ
う
に
、
基
盤
の

整
備
が
不
十
分
で
あ
る
。
商
業
面
で
は
、
市
内
三
位
の

年
間
販
売
額
を
誇
る
繁
華
街
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

伸
び
は
微
増
で
あ
り
、
沈
滞
化
か
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
、
駅
前
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
エ
リ
ア
で
は
ビ
ル
建
設
・
道
路
・
駐
車
場
・
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
街
づ
く
り
協
議

図‐３　上大岡周辺広域図
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地
区
内
で
は
、
建
物
や
敷
地
の
共
同
化
、
壁
面
後
退
、

用
途
の
適
正
化
等
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
岡
川
沿
い
に
遊
歩
道
を
整
備
し
、
水
辺
を

憩
い
の
場
と
す
る
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
駅
東
口

地
区
で
は
、
再
開
発
事
業
に
と
も
な
い
道
路
の
拡
幅
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
も
考
慮
し
、
あ
わ
せ

て
街
並
み
整
備
を
検
討
す
る
段
階
に
き
て
い
る
。
駅
周

辺
整
備
地
区
に
隣
接
す
る
計
画
地
は
、
周
辺
域
内
で
は

数
少
な
い
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
い
え
る
。
周

辺
域
外
に
は
戦
没
者
慰
霊
堂
、
久
良
岐
公
園
が
あ
る
他

は
、
日
常
的
に
身
近
な
公
園
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
出
初
め
式
な
ど
地
域
の
行
事
を
催
す
場
と
し
て
、

写真‐１　計画地周辺-社宅等の共同住宅が多数建

　　　　　ち並ぶ地域と住民が密着した地域

ま
た
防
災
の
面
か
ら
も
重
要
な
ス
ペ
ー
ス
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
計
画
地
は
上
大
岡
駅
周
辺
地
区
の
街
づ

く
り
を
補
完
す
る
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上

大
岡
駅
周
辺
地
区
と
港
南
中
央
駅
周
辺
地
区
と
を
つ
な

ぐ
動
線
上
に
位
置
す
る
と
い
う
点
で
も
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
港
南
中
央
駅
周
辺
地
区
は
刑
務
所
の
建
替
え
跡

地
な
ど
を
含
め
て
文
化
・
行
政
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
機
能
を
も
つ
地
区
と
し
て
再
編
す
る
予
定
で
あ

る
。
再
編
が
実
現
す
れ
ば
、
上
大
岡
と
港
南
中
央
を
結

ぶ
計
画
地
は
、
よ
り
人
や
車
の
往
来
が
増
え
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
魅
力
あ
る
空
間
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
上
大
岡
の
商
業
全
体
の
活
性
化
と
他
地
域
と
の
差

写真‐２　電線地中埋設化に伴う歩道拡幅工事を行う

　　　　　以前の路上駐輪状況

別
化
を
は
が
る
た
め
に
も
、
再
開
発
事
業
な
ど
に
よ
る

商
業
機
能
の
充
実
と
と
も
に
、
魅
力
（
人
々
が
集
ま
る

仕
掛
け
）
づ
く
り
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

②
-
現
状
課
題

　
計
画
地
周
辺
は
、
社
宅
等
の
共
同
住
宅
が
多
数
建
ち

並
び
、
単
に
商
業
空
間
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

意
味
で
地
域
と
密
着
し
た
地
域
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
道
路
部
分
と
イ
ト
ｌ
ヨ
ー
カ
ド
ー
・
上
大
岡
公
園

の
両
敷
地
を
含
め
た
公
開
的
な
空
地
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、

広
場
機
能
を
補
完
し
、
地
域
行
事
や
催
物
な
ど
へ
の
積

極
利
用
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
魅
力
あ
る
場
と
な
る
と

写真‐３　上大岡第２公園（タウンスクエア）と欅の

　　　　　大木。二輪車侵入止めがある

78調査季報111－91.12



特集・職員の自主研究・施策研究③自主研究・行政研究・施策研究事例

考
え
ら
れ
る
（
写
真
－
１
）
。

　
敷
地
内
に
は
駐
輪
場
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単

に
道
す
が
ら
便
利
と
い
う
理
由
で
路
上
に
二
輪
車
を
と

め
て
い
く
者
が
後
を
絶
た
な
い
。
歩
道
拡
幅
さ
れ
る
と
、

一
層
、
路
上
駐
輪
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
（
写

真
－
２
）
。
ま
た
、
上
大
岡
第
二
公
園
（
タ
ウ
ン
ス
ク

エ
ア
）
内
に
は
挿
の
大
木
が
あ
り
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
り
え
る
。
ま
た
、
当
公
園
の
周
囲
に
は
、
二
輪

車
と
そ
の
侵
入
止
め
が
あ
っ
て
殺
伐
と
し
た
閉
鎖
的
公

園
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
公
園
利
用
者
の
数
は

極
め
て
少
な
い
（
写
真
－
３
）
。

　
次
に
、
以
上
の
行
政
側
が
と
ら
え
た
地
域
課
題
と
、

利
用
者
の
認
識
と
の
差
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
本
整

備
基
本
構
想
の
意
義
、
お
よ
び
妥
当
性
に
つ
い
て
の
裏

付
け
を
行
う
た
め
に
、
以
下
の
要
領
で
、
街
角
ア
ン
ケ
ー

ト
方
式
に
よ
る
意
識
調
査
を
行
っ
た
。

③
－
意
識
調
査
結
果
と
考
察

　
調
査
時
間
は
、
買
物
客
や
通
勤
・
通
学
者
が
利
用
す

る
平
日
の
夕
刻
と
し
、
休
日
と
昼
間
の
利
用
者
に
対
す

る
調
査
を
補
う
た
め
、
該
当
者
を
選
定
し
配
布
調
査
を

行
っ
た
。
調
査
項
目
と
結
果
は
表
－
１
の
通
り
。

　
利
用
者
の
交
通
手
段
は
、
徒
歩
と
二
輪
車
利
用
も
多

く
地
域
密
着
性
の
高
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

買
物
、
散
歩
、
帰
宅
途
上
等
の
複
合
的
な
目
的
を
も
つ

利
用
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
敷
地
内
の
駐
輪
状
況
や

表‐１　タウンスクエア周辺利用意識調査

歩
き
易
さ
に
つ
い
て
は
、
約
四
〇
％
が
否
定
的
回
答
を

し
た
。
肯
定
的
意
見
の
人
は
、
上
大
岡
駅
の
周
辺
状
況

と
の
比
較
で
「
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
と

思
わ
れ
る
。
公
園
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
魅

力
を
感
じ
て
い
な
い
。
公
園
・
道
路
・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
敷
地
の
一
部
を
利
用
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ

い
て
は
約
八
〇
％
が
好
感
を
抱
い
て
い
る
。
魅
力
づ
く

り
の
優
先
施
策
に
つ
い
て
は
、
駐
輪
対
策
、
休
息
空
間
、

仕
掛
け
に
よ
る
魅
力
づ
く
り
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

④
－
整
備
課
題
・
整
備
目
標

図‐４　整備課題・整備目標
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表
‐
２
　
整
備
計
画
の
評
価

　
現
況
調
査
と
意
識
調
査
結
果
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
問

題
点
を
図
-
４
に
示
す
五
つ
の
課
題
に
集
約
し
、
そ
れ

に
対
す
る
整
備
目
標
を
個
々
に
掲
げ
る
。
た
だ
し
、
駐

輪
場
対
策
は
、
当
計
画
敷
地
の
み
で
解
決
す
る
に
は
限

界
が
あ
り
、
む
し
ろ
上
大
岡
か
ら
港
南
中
央
に
わ
た
る

広
域
的
課
題
と
し
て
捉
え
、
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
当
整
備
計
画
で
は
、
魅
力
づ
く
り
を
犠
牲
に
し

な
い
範
囲
で
駐
輪
対
策
（
台
数
・
配
置
）
を
行
う
こ
と

と
す
る
。
ま
た
、
動
線
計
画
に
配
慮
し
、
場
の
性
格
・

⑤
－
整
備
計
画
の
評
価

　
平
面
計
画
に
あ
た
っ
て
、
駐
輪
場
の
配
置
に
よ
り
四

パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
、
各
課
題
に
対
す
る
評
価
、
検
討

を
行
っ
た
（
表
-
２
）
。

□
タ
ウ
ン
ス
ク
ェ
ア
公
園
の
計
画
主
旨

　
質
の
高
い
広
場
空
間
と
公
園
へ
の
二
輪
車
進
入
防
止

の
た
め
に
、
道
路
と
公
園
敷
地
と
の
間
に
高
低
差
を
設

け
、
入
り
隅
み
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
欅

を
単
な
る
植
栽
と
考
え
ず
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や

オ
ブ
ジ
ェ
と
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
提
案
す
る
。
以
下

に
四
パ
タ
ー
ン
、
四
平
面
図
の
全
体
計
画
の
設
計
主
旨

を
示
す
。
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ア
駐
輪
場
配
置
：
分
散
型
（
百
五
十
台
）

・
広
場
の
仕
掛
：
芝
生
の
彫
刻
・
噴
水
広
場
、
花
壇
、

　
　
　
　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー
植
栽

・
特
徴
　
　
　
：
敷
地
内
に
前
面
道
路
と
同
レ
ベ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
空
間
に
、
水
と
彫
刻

　
　
　
　
　
　
　
の
広
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
道
路
向
か
い
の
上
大
岡
公
園
と
の
一

　
　
　
　
　
　
　
体
化
か
可
能
と
な
る
（
図
－
５
）
。

図‐５　分散型

イ
駐
輪
場
配
置
：
集
中
型
（
百
二
十
台
）

・
広
場
の
仕
掛
：
ス
ロ
ー
プ
状
の
敷
地
内
道
路
状
舗
装
。

　
　
　
　
　
　
　
植
栽
囲
い
の
ベ
ン
チ
利
用
、
噴
水
、

　
　
　
　
　
　
　
彫
刻

・
特
徴
　
　
　
：
前
面
道
路
の
縦
断
勾
配
を
生
か
し
て

　
　
　
　
　
　
　
敷
地
内
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
定
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
片
側
に
ベ
ン
チ
を
配
置
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
一
部
、
敷
地
を
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
て
二
輪
車
の
進
入
を
防
ぐ
（
図
－
６
）
。

図‐６　集中型

ウ
駐
輪
場
配
置
：
分
極
型
（
百
四
十
台
）

・
広
場
の
仕
掛
：
夜
間
点
滅
燈
の
地
中
埋
め
込
み
、
噴

　
　
　
　
　
　
　
水

・
特
徴
　
　
　
・
・
駐
輪
場
を
敷
地
両
隅
に
配
置
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
人
と
二
輪
車
の
動
線
を
分
離
し
、
タ

　
　
　
　
　
　
　
ウ
ン
ス
ク
ェ
ア
と
敷
地
内
広
場
と
の

　
　
　
　
　
　
　
一
体
的
利
用
を
促
す
（
図
-
７
）
。

図‐７　分極型
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エ
駐
輪
場
配
置
：
地
下
型
（
五
百
台
）

・
広
場
の
仕
掛
：
地
下
に
植
え
た
樹
に
よ
る
間
接
照
明
、

　
　
　
　
　
　
　
彫
刻

・
特
徴
　
　
　
：
駐
輪
場
を
地
下
に
配
置
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
広
場
機
能
が
高
ま
る
。
人
の
流

　
　
　
　
　
　
　
れ
が
容
易
に
な
り
、
溜
ま
り
場
が
生

　
　
　
　
　
　
　
じ
る
。
駐
輪
収
容
台
数
も
十
分
確
保

　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
の
利

　
　
　
　
　
　
　
用
も
可
能
と
な
る
（
図
－
８
、
９
、

　
　
　
　
　
　
　
1
0
）
。

図- 8　地下型

⑥
－
実
施
フ
ロ
ー
と
波
及
施
策

　
本
構
想
策
定
ま
で
の
経
緯
を
顧
み
る
と
、
地
元
自
治

会
と
の
つ
な
が
り
や
、
様
々
な
区
政
情
報
を
持
つ
区
政

推
進
課
と
技
術
者
集
団
で
あ
る
区
建
築
課
と
の
連
携
に

よ
り
、
は
じ
め
て
構
想
立
案
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
え

る
。
構
想
を
ま
と
め
る
過
程
で
配
慮
し
た
点
は
、
区
役

所
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
施
策
の
方
向
性
を
得
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
適
宜
、
区
長
・
部
長
に
経

過
報
告
し
指
示
を
受
け
た
。
ま
た
、
実
施
に
向
け
て
関

連
す
る
と
思
わ
れ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
本
構
想
の
説

明
を
行
う
と
と
も
に
情
報
提
供
、
協
力
依
頼
、
お
よ
び

図‐９　地下型断面

図‐10　地下型周辺イメージ図
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助
言
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
企
業
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
）
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
前

に
、
本
構
想
の
主
旨
と
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
説
明
を
行
っ

た
。
今
後
、
実
施
に
向
け
て
、
地
元
自
治
会
へ
本
構
想

の
説
明
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
そ
の
際
、
波
及

施
策
や
地
域
の
在
り
方
も
併
せ
て
考
え
、
地
元
自
治
会

と
行
政
か
ら
の
提
案
と
し
て
企
業
者
に
実
施
を
促
し
て

い
く
。
図
-
1
1
に
実
施
フ
ロ
ー
を
示
す
。

　
本
構
想
は
、
拠
点
的
施
策
の
検
討
で
あ
る
が
、
こ
の

作
業
で
培
っ
た
課
題
の
抽
出
と
設
定
、
解
決
手
法
の
検

討
と
い
う
一
連
の
思
考
過
程
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
関
連
部

局
や
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
、
上
大
岡
駅

東
口
地
域
や
協
議
地
区
内
容
の
検
討

な
ど
の
周
辺
へ
の
面
的
波
及
施
策
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
（
図
－

1
2
）
。

　
な
お
、
本
構
想
策
定
メ
ン
バ
ー
は

私
の
ほ
か
に
、
港
南
区
建
築
課
山
本

千
尋
・
斎
藤
寛
之
、
同
区
政
推
進
課

　
花
内
　
洋
・
成
宮
美
保
子
・
前
田

　
寧
の
各
氏
で
あ
り
、
特
に
斎
藤
君

は
作
図
等
に
お
い
て
卓
越
し
た
役
割

を
担
っ
た
。

お
わ
り
に

　
現
在
、
私
は
建
築
局
住
宅
事
業
課
で
、
市
営
住
宅
の

建
設
推
進
を
担
当
し
て
い
る
。
市
営
住
宅
の
計
画
に
お

い
て
、
高
齢
化
対
応
や
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
た
め
、

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
複
合
化
・
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
や
都
市
再
開
発
と

の
一
体
整
備
な
ど
で
、
他
部
局
と
の
調
整
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
地
元
自
治
会
や

各
種
団
体
を
対
象
と
し
た
説
明
会
も
回
数
を
増
し
て
い

る
。
社
会
動
向
の
把
握
、
新
た
な
課
題
の
設
定
及
び
住

宅
計
画
の
中
で
の
対
応
策
の
検
討
そ
し
て
、
事
業
実
施

図‐11　実施フロー検討

と
ま
さ
に
今
回
の
自
主
研
究
で
学
ん
だ
内
容
の
実
践
と

な
っ
て
い
る
。
自
主
研
修
で
得
る
こ
と
の
で
き
た
仲
間

た
ち
と
の
精
神
的
な
一
体
感
を
胸
に
、
明
日
の
事
業
実

施
へ
の
喜
び
を
か
み
し
め
つ
つ
、
今
日
も
ま
た
、
夜
の

地
元
集
会
所
へ
と
急
い
で
向
か
う
の
で
あ
る
。

＜
建
築
局
住
宅
事
業
課
担
当
係
長
・
前
港
南
区
建
築
課

担
当
係
長
＞

図‐12　副都心の形成に向けて
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